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◇◆校内では始業の際に挨拶したけれども、この紙面においては今年初めてなので、遅ればせながら、明け

ましておめでとう。本年もよろしく。この年末年始、エルニーニョ現象の影響なのか、温かい穏やかな日が

続いた。初詣に出かける人達も例年より多かったのではないだろうか。自分が子どもの頃はクリスマス以降

松の内までは商店の休みも多かった。「近年は正月らしさが失われてしまったな･･･」と感じざるを得ない。 

◆昨年 1年間を象徴する漢字として京都・清水寺の森清範貫主(貫主＝住職と同じ)が大書されたのは『安』。

今回この漢字が多くの国民から選ばれた背景には、その文字自体の持つプラスイメージとは裏腹に、マイナ

スイメージの事柄続きであった事実がある。新たな年を迎え、マイナスの気運を払拭するように、元気よく

歩み出さねばならない。 ◆ちなみに、清水寺で書かれた森貫主の直筆書は京都八福庵に保管されていると

いう。毎年素晴らしい書道を魅せてくれる森貫主。リハーサルなしの一発勝負で書かれるという。日頃の修

行で集中力が高められているのだろう。これまで書いた字の中でご本人のお気に入りは 2006 年の『命』だ

そうだ。 ◆今年は「申年」。占いの一つである「五行」では「金」の属性を持ち、陰陽では「陽」の属性

を持つ。「申」という字は「樹木の果物が熟して固まっていく様子」を表したもの。あるサイトによれば、

そんな申年生まれの人は、「超ポジティブ盛り上げ担当」・「頭の回転が早い」・「クセモノ」などの特徴があ

るとか。かの豊臣秀吉も申年生まれだったと言われている。 ◇◆さて、この 3学期は学年度を締めくくる

学期である。特に、3 年生や専門課程 2 年生においては総仕上げの学期でもある。4 月から社会人として働

く人も多い。学生気分を一掃し、責任を負って仕事に臨む意識を確立して欲しい。 ◆9日の全体朝礼でも

話したことであるが、8日の 1時間目に巡回視察した看護学科基礎課程においては、残念なことに居眠りし

ている者が多く、授業中ながら入室して指導した。休み気分が抜けきっていない者が多いことが気になる。

自分自身の状況がどうであるか振り返り、修正すべき点については遅滞なく改善しなければならない。 ◆

16～17 日は大学入試センター試験。24 日は介護福祉士国家試験が行われる。いよいよ大試験に臨む時が来

た。健闘を期待する。並行して、本校の入試も 19 日に推薦入試、27日に一般入試を行う。昨日までで出願

は出揃った。慌ただしく、気忙しくなるが、ミスを起こさぬよう、確実に仕事に取り組まねばならない。 

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・ 

◇◆3 日から兵庫県にて行われた全日本高校女子サッカー選手権に本校女子サッカー

部が 4年ぶりに出場した。鹿児島県優勝で進んだ九州選手権で準優勝となり得た切符。

昨年末の終業式の頃から遠征に出発し、十分な調整を積んで臨んだ本選手権。一回戦：

関東 4位：神奈川県の湘南学院高校に 3-0 で勝ち、二回戦：北信越 2位：福井県の福

井工業大学附属福井高校に 2-0 で勝ち、準々決勝：東海 1位：静岡県：藤枝順心高校に 2-3 で敗れ、ベスト

8の結果で終わった。準々決勝戦は出勤されている先生方ととも

に武道館でパブリックビューイングを行い、メガホン・太鼓を打

ち鳴らしながら応援、大変盛り上がった。また、遠征先から急遽

移動、兵庫入りし、応援に加わってくれた男子サッカー部の皆さ

ん、ありがとう。応援しながら、恐らく「自分も全国でプレーす

る側に行きたい」という思いが募ったはず。頑張れ！もっとも、

今回の経験を通じて一番大きな学びを得たのは女子サッカー部

の皆さんであろう。今後に活かして欲しい。感動をありがとう！ 

～今日のことば～ 

 Don’t worry !  

Trust yourself ! 

         Do it ! Do it !  Go ahead ! 
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